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操作パネル



活性化実験

クリーニング条件

加熱温度：550℃；
原子状水素温度：1670℃；
水素提供圧力：～10－４Pa;
原子状水素Flux density: 2x1015 atoms/cm2・ｓ；
水素導入時間：15分。

活性化条件

Cs源電流：４A；
酸素提供圧力：～10－７Pa；
取り出す電圧：＋100V;
Cs、酸素提供方法：yo-yo法。
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試料＃１試料＃２

各試料それぞれの活性化：

試料＃１：レーザパワー 5 μW @532 nm；

活性化結果

カレント 150 nA； QE：7%；
試料＃２：レーザパワー 5 μW @532 nm,

カレント 180 nA； QE：8.4%；

＃１と＃２カソードの同時活性化：

試料＃１：レーザパワー 3.8 μW@532 nm；
カレント 112 nA QE：7%；

試料＃２：レーザパワー 5.0 μW@532 nm；
カレント 214nA QE：10%；



活性化チャンバーでの寿命測定
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Laser power: 5 μW @ 532 nm
Vacuum level: ~810-9 Pa



まとめと今後の予定

・500 kV電子銃用のカソード準備系を作製した。

本装置はカソード導入部、クリーニングチャンバー、

活性化チャンバーと貯蔵チャンバーで構成している。

・本装置は3つのカソードを同時に活性化できるように設計され

ており、現時点で2つのGaAsカソードが同時に活性化できた。

・8×10-9 Paの真空状況で、活性化したGaAsカソードを11日間・8×10-9 Paの真空状況で、活性化したGaAsカソードを11日間

保管できた。

・今後は、3つのGaAsカソードの同時な活性化を試みるとともに、

8×10-10 Paの極高真空に達しているカソード貯蔵装置でGaAs

カソードの寿命を測定する予定である。


